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 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは14ページへ

新年のあいさつ	 ･･･････････････････････････････････････	P2
いせさき初市を開催します	･･･････････････････････････	P3
いせ咲く。ｉミーティング	･･･････････････････････････	P4
まちなか宣言を策定しました	････････････････････････	P7

主な内容 表紙写真：まゆで干
え

支
と

作り
12月11日、まゆドームで「まゆで干支作	
り」教室が行われました。子どもたちは
繭玉を使いことしの干支（卯

うさぎ

）の置き物を
制作。部品を切り貼りしてウサギを完成
させると、お互いの作品を見せ合いなが
らうれしそうな表情を見せていました。

繭玉でウサギの置き物
を作りました
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新
春
恒
例
の「
い
せ
さ
き
初
市
」

を
開
催
し
ま
す
。
福
入
り
だ
る
ま

を
売
る
多
く
の
露
店
が
本
町
通
り

に
立
ち
並
ぶ
ほ
か
、
商
店
会
連
合

会
に
よ
る「
初
市
協
賛
大
売
り
出

し
」も
行
わ
れ
ま
す
。
こ
と
し
の

福
を
求
め
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
新
春
演
奏
、

猿
ま
わ
し
の
イ
ベ
ン
ト
は
実
施
し

ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ
　
文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
９
）ま
た
は
伊
勢
崎
商

工
会
議
所（
☎

（24）
２
２
１
１
）

感
染
症
対
策
を
実
施
し
ま
す

●
会
場
入
場
口
に
消
毒
液
を
設
置

し
ま
す

●
出
店
の
販
売
者
は
、
事
前
に
検

温
を
す
る
ほ
か
、
マ
ス
ク
着
用
な

ど
飛ひ

沫ま
つ

防
止
対
策
を
行
い
ま
す

●
会
場
へ
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
日

本
バ
ス
協
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
い
た
感
染
症
対
策
を
行
い
ま

す来
場
す
る
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

●
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま

す●
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合

や
、
体
調
が
悪
い
場
合
は
来
場
を

控
え
て
く
だ
さ
い

●
買
い
物
は
で
き
る
限
り
少
人
数
、

短
時
間
で
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

●
出
店
に
並
ぶ
際
な
ど
、
会
場
内

で
の
来
場
者
同
士
の
間
隔
の
確
保

に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

●
会
場
内
や
周
辺
で
の
歩
き
な
が

ら
の
飲
食
は
控
え
て
く
だ
さ
い

い
せ
さ
き 

初
市

期
日
　
１
月
11
日（
水
）

時
間
　
正
午
～
午
後
８
時
30
分

会
場
　
本
町
通
り
ほ
か

※
周
辺
の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す

▶
本
町
通
り
に
た
く
さ
ん
の
福
入
り
だ

る
ま
が
並
び
ま
す

最新の情報は
市ホームページで確認
新型コロナウイルス感染症の
拡大状況によって、中止する
場合があります。
市ホームページ
で最新情報を確
認してください

謹
賀
新
年

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
加
え
、
物
価
の
高
騰
、
急
激
な
円
安
、

原
油
価
格
の
上
昇
な
ど
が
市
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
や
事
業
者
の
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
市
民
生
活
の
支
援
や
地
域
経
済
の
回
復
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
、
い
せ
さ
き
ま
つ
り
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
３
年
ぶ
り
に
行
う
こ
と
で
、
ま
ち
に
活
気
が
戻
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
引
き
続
き
、
国
や
県
と
連
携
し
て
感
染
拡
大
の
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
社
会
生
活
と

経
済
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
民
間
活
力
の
活
用
に
よ
り
、

限
り
あ
る
財
源
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
配
分
し
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
、
全
て
の
地
域
、
多
様
な
立
場
の
皆
さ
ま
と
共
に
、

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
未
来
に
咲
き
誇
る
、
持
続
可
能
な
地
方
都
市
伊
勢
崎
を

創
生
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
政
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

令
和
五
年　

元
旦

伊
勢
崎
市
長
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　　　　羽黒町区は住民の約15％を外国人が占め�
　　　　ています。区長の立場としては、外国人
にごみに関するマナーを理解してもらうことが課
題だと感じています。先日開催したごみ出しルー
ルの講習や秋のクリーン作戦行事には、日本語を

話せる外国人の子どもたち
が家族を連れて参加してく
れました。外国人がマナー
を理解し地域社会との交流
を図るためには、外国人の
子どもたちが重要な役割を
担ってくれると考えます。

　　　　国際交流のイベントに参加するため、大
　　　　人数で歌や踊りの練習をしたい時に練習
する場所を見つけられず困ったことがあります。
外国人が文化活動を行うための場があると良いと
思います。また、外国人は生活習慣の違いから近
隣住民とトラブルになるこ
とがあります。市と協力し
て外国人向けにマナーなど
の情報を発信していますが、
理解してもらうためには顔
を合わせて話し合うことが
大切だと思います。

　　　　多文化共生には、行政と民間企業の協力
　　　　が不可欠です。外国人は働く場において、
言語の違いから役職を与えられず収入が向上しな
いという問題があります。この問題を解決するた
めには、企業側の努力も必要ですが、雇用維持や
正規雇用に対する行政から
の支援も必要だと思います。
行政が外国人を雇用する企
業に対して継続的に支援を
行うことで、外国人を雇用
する利点を明確にする必要
があると考えます。

　　　　外国人住民の増加が見込まれる中、文化
　　　　の違いから地域社会でトラブルが増える
ことが懸念されます。解決策として、日本の社会
をよく知っていて日本語が話せる外国人のキーパ
ーソンを養成することが有効だと思います。外国

人が外国人のサポートをす
ることで、同じ目線で生活
マナーなどを教えることが
できます。そこからネット

　　　　　　　　　　ワークが構築されることで、
外国人住民とより良い関係
が築けると思います。　　

　　　　日本語教室では外国人とコミュニケーシ
　　　　ョンを図ることに重点を置き、多文化共
生に取り組んでいます。日本語教室に通う外国人
は異なる文化や習慣に戸惑いながらも、日常生活
の中で日本人との交流を深めたいと考えています。

日本語学習を通じて多様な
文化と触れ合う場を設けて
いますが、地域社会におい
ても、地区の行事などを通
じて日本人と外国人が交流
する機会を設けることが必
要だと思います。　　　　

　　　　外国人が働く職場を管理する立場として
　　　　は、従業員が国籍に関係なく、共通の理
解や目標を持ち働ける職場づくりを目指していま
す。また、外国人従業員が地域社会と関わりを持
つために、外国人技能実習生の監理団体と連携し
生活指導を行うことも会社
の役目だと思っています。
市の多言語対応ガイドブッ
クなどを活用し、生活ルー
ルなどの教育をしています
が、紙媒体だけでは伝わら
ない現状があります。

　令和4年10月25日に「多文化共生のまちづくり」をテーマに「いせ咲
く。ｉミーティング」を開催しました。市内で多文化共生に取り組む
６人の皆さんを招き意見を聴きました。皆さんが、それぞれの立場か
ら課題などを紹介し方策を提案。市は、皆さんからの意見や提案など
を参考に、多文化共生社会の実現に向けたまちづくりに取り組みます。
問い合わせ　ｉミーティングに関すること＝広報課（☎２７－2711）
　　　　　　多文化共生に関すること＝国際課（☎２７－2731）

いせ咲く。ｉミーティング
市長が市内で活動する皆さんと、市政
の課題などを話し合
う懇談会です。市ホ
ームページで動画を
公開しています。

提案
●�生活ルールやマナーなどを指導する教材を動
画で作成し企業へ提供する

提案　
●�地区の行事への外国人の参加を促すため、多
言語対応のチラシや案内を作成する

−多文化共生について話し合いました−−多文化共生について話し合いました−

皆さんが挙げた課題と提案

日本ピュアフード株式会社 伊勢崎プラント 
プラント長　幡

はた

谷
や

 樹
たつき

 さん
NPO法人伊勢崎日本語ボランティア協会

理事長　石
いし

川
かわ

 孝
たか

明
あき

 さん

いせ咲く。ｉミーティングいせ咲く。ｉミーティング

　本市の外国人人口の割合は年々増加しており、令和４年４
月１日現在で総人口の6.31％となっています。市は多文化共
生の取り組みとして、外国人向けに生活オリエンテーション
などを実施するほか、多文化共生の推進において中心的な役
割を果たす市民を市多文化共生キーパーソンと認定していま
す。引き続き、市民と一体となり多文化共生のまちづくりを
推進していきます。

本市の現状と多文化共生のための取り組み

意見 意見

提案
●外国人が文化活動を行うための場をつくる
●マナーなどを再確認する機会を設ける

提案
●�外国人が家族で参加できる行事や催しを開催
し交流の機会を増やす

市多文化共生キーパーソン　朝
あさ

倉
くら

 平
たいら

 さん羽黒町区 区長　江
え

原
ばら

 満
みつ

穂
ほ

 さん

意見 意見

提案
●�外国人を雇用する企業への支援を充実させ、
外国人が雇用されやすい仕組みをつくる

提案
●�外国人の市多文化共生キーパーソンを積極的
に養成し、ネットワークを構築する

市多文化共生キーパーソン　相
あい

沢
ざわ

 正
まさ

雄
お

 さん市多文化共生キーパーソン　本
ほん

堂
どう

 晴
はる

生
お

 さん

意見 意見

◀
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

◀
本
市
の
外
国
人
人
口
の
推
移0

平成25年度 平成30年度 令和4年度

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000
総人口

外国人人口

外国人割合

211,419

10,011

4.74%

12,426 13,387

213,031 212,178

5.83% 6.31%

（人）
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まちなかを全力で楽しむイベントを、
みんなで楽しみながらつくります①
まちなかの空き家や空き地を、工夫と
アイディアで生まれ変わらせます②

　伊勢崎市とさまざまな団体で組織する
まちなか活性化支援会議では、まちなか
の活性化をテーマにしたシンポジウムな
どでの意見交換と、これからのまちなか
に関するアンケートで寄せられた回答を
基に「まちなか宣言」を策定しました。こ
の宣言は、まちなかの活用における約束
事として、まちなかに関わる全ての人に
共有してもらいたい将来像です。皆さん
も今後の伊勢崎のまちなかのことを一緒
に考えていきませんか。
問い合わせ　商工労働課（☎27−２７５４）

　「まちなか宣言」をより多くの人に広く周知
するため、まちなかの公共施設などで巡回展
示を行います。宣言のイメージイラストが描
かれたバッジの配布も行います。
会場・期間
●�市役所東館市民ホール＝１月４日（水）から
12日（木）まで
●�伊勢崎市図書館＝１月13日（金）から30日（月）
まで
●�北公民館＝１月31日（火）から２月10日（金）�
まで
●�アイオー信用金庫大手町出張所（大手町）＝
２月13日（月）から24日（金）まで
●�南公民館＝２月27日（月）から３月10日（金）�
まで新たな挑戦に取り組む若者たちを応援

し、参加しやすいまちなかにします

　中心市街地の経済活力向上による地域課題
の解決を支援するために立ち上げられた官民
連携の組織です。会員の専門性を生かし、ま
ちなかの活性化に向けたさまざまな取り組み
を実施しています。にぎわい創出に取り組む
団体などへの支援を通じて、まちなかの新た
な価値の創出を目指します。
●�構成団体＝伊勢崎商工会議所、群馬伊勢崎商工会、アイオ
ー信用金庫、まきばプロジェクト、群馬県宅地建物取引業
協会、全日本不動産協会群馬県本部伊勢崎担当、伊勢崎市

まちなか活性化支援会議とは・・・・・

ちなか宣言を策定しました
まちなかの活性化につなげるために

ま

いつでも誰でも、安心で安全に歩ける
まちなかを、みんなでつくります③
まちなかの緑をみんなで育てて、交流
の場として大切に活用します④
歩きや自転車の移動が楽しい、人が中
心のまちなかを一緒につくります⑤
歴史的な建物やお祭りなどに積極的に
触れて、まちの伝統や文化を守ります⑥
アートや音楽を伝えたい人と楽しむ人
が融合する、素敵な空間にします⑦

⑧

◀
８
つ
の
宣
言
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
イ
ラ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し

た
。
左
の
イ
ラ
ス
ト
は
①
の
イ
メ
ー
ジ

イ
ラ
ス
ト
で
す

▲まちなか活性
化支援会議の詳
細はこちら

８つのまちなか宣言を紹介 ▶紹介動画は
こちら

まちなか宣言の巡回展示を行います

　皆さんが親しみを持てる広報紙を目指して、４
月１日号から広報いせさきの表紙リニューアルを
予定しています。表紙のロゴデザインには、昨年
実施した募集で寄せられた作品の中から、選ばれ
たものを採用します。１月16日（月）から一般投票
を行います。投票の方法などは次号でお知らせし
ますので、ぜひ投票してください。

　昨年度、市の情報発信についてのアンケートや
広報紙の満足度を計るアンケートを行いました。
アンケートの結果を基に、市民の皆さんにより伝
わる情報発信を行うための指針となる「広報戦略」
を作成します。今後も定期的に市の情報発信など
に関するアンケートを実施しますので、ぜひ皆さ
んの貴重な意見を聴かせてください。

民間複業人材登用による実証実験 情報発信強化広報・ＰＲアドバイザーと

今後もより良い情報発信ができるよう取り組んでいきます！

広報いせさき 表紙リニューアル 定期的なアンケートの実施・広報戦略作成

これからの取り組み

　市は、情報発信の課題解決を目的に、高い能力と専門性を持った民間複業人材を
令和４年５月から10月末日まで「広報・PRアドバイザー」として登用する実証実験
を行いました。登用したのはA.Yさん（氏名非公表）と林

はやし

雅
まさ

之
ゆき

さんの２人です。今回
は、約半年間にわたりアドバイザーに助言をもらいながら情報発信の強化に取り組
んだ内容と、今後新たな展開を予定している取り組みについて紹介します。
問い合わせ　広報課（☎27−２７１１）

市内大学の学生と協働で広報いせさき特集記事を作成02

　学生の目線で伊勢崎や大学の魅力を紹介することで、
若い世代に広報紙を読んでもらい、市政への関心を高め
てもらうことを目的に、令和４年12月１日号に、市内に
キャンパスがある上武大学と東京福祉大学の学生と協働
で作成した特集記事を掲載しました。今後も引き続き市
内の学生などに参画してもらい、幅広い世代に読んでも
らえる広報紙の作成に取り組みます。

▲令和４年12月１日の定例記者会
見には両大学の学生も参加し記事
の内容を説明しました

　　　　 若い世代に広報紙が読まれていない課題

　これまでの特集記事の多くは、一つのテーマをカラー
の２ページで掲載していましたが、令和４年10月１日号
では「花」をキーワードに、四つのテーマを一つの特集と
して、４ページで掲載しました。本来、関連性のないテ
ーマを一つのキーワードで結びつけ、同じ特集として掲
載することで、特集記事の魅力向上を図りました。今後�
も皆さんが読みたくなる特集記事の作成に取り組みます。

広報いせさき特集記事の魅力向上01

　　　　 前例踏襲の掲載記事が多い課題 ◀
本
紙
令
和
4
年
10
月
１
日
号
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情報ワイド

広報いせさき　No.4339

群
馬
県
不
妊
・
不
育
専
門
相
談

セ
ン
タ
ー

　
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
、

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
に
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
料

は
無
料
で
す
。

時
間
　
午
後
２
時
～
４
時

※
相
談
時
間
は
１
回
30
分
で
す

会
場
　
群
馬
大
学
医
学
部
附
属

病
院（
前
橋
市
）

申
し
込
み
　
平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
に
電
話
で

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎

０
２
７
ー
２
２
０
ー
８
４
２
５
）

へ

　
本
市
の
公
平
委
員
で
あ
る
谷た

に

彰あ
き

良よ
し

さ
ん
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
、
表
敬
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

谷
さ
ん
は
平
成
24
年
か
ら
公
平
委

員
を
務
め
て
い
ま
す
。
長
年
に
わ

た
り
公
平
委
員
を
務
め
、
功
績
が

特
に
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
公
平
委
員
会
事
務

局（
☎

（27）
２
７
０
１
）

　
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
人 

か
ら
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
4
件

を「KSI

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」

で
公
売
し
ま
す
。
対
象
物
件
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。
参
加
申
し
込

み
や
入
札
は「KSI

官
公
庁
オ
ー
ク 

シ
ョ
ン
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

htt 
ps://kankocho.jp/

）か
ら
受
け

付
け
ま
す
。
公
売
は
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
期
間
　
１
月
12
日（
木
）

午
後
１
時
か
ら
31
日（
火
）午
後
11

時
ま
で

入
札
期
間
　
２
月
６
日（
月
）午
後

１
時
か
ら
13
日（
月
）午
後
１
時
ま

で問
い
合
わ
せ
　
収
納
課（
☎

（27）
８

８
０
４
）

申
請
期
限
　
３
月
31
日（
金
）

※
期
限
ま
で
に
申
請
で
き
な
い
人

は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い

対
象
　
本
年
度
、
不
妊
・
不
育
治

療
を
受
け
た
夫
婦
で
、
申
請
日
時

点
で
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

●
本
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住

所
が
あ
る

●
法
律
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫

婦●
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

●
本
市
の
市
税
に
滞
納
が
な
い

●
ほ
か
の
地
方
公
共
団
体（
群
馬

県
を
除
く
）か
ら
同
種
の
補
助
を

受
け
て
い
な
い

助
成
額
　
か
か
っ
た
医
療
費
の
自

己
負
担
額
の
２
分
の
１

※
不
妊
治
療
は
10
万
円
ま
で
、
不

育
治
療
は
20
万
円
ま
で
で
、
い
ず

れ
も
千
円
未
満
は
切
り
捨
て

用
意
す
る
物
　
必
要
書
類
な
ど
の

詳
細
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
る
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

公
平
委
員
会
制
度
70

周
年
記
念
総
務
大
臣

表
彰
受
賞
を
報
告

▶
公
平
委
員
会
制
度
70
周
年
記
念
総
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
谷
彰
良
さ
ん

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施

不
妊
・
不
育
治
療
費
を
助
成
し
ま
す

所在地 地目・種類 登記上の面積

山王町

宅地 487.00㎡

雑種地 62.00㎡

居宅
1階　  59.60㎡

2階　  23.18㎡

堀下町

宅地 502.98㎡

居宅
1階　101.87㎡

2階　  37.26㎡

北千木町 宅地 231.43㎡

日乃出町
宅地 259.32㎡

居宅 76.80㎡

対象物件

▶「KSI官公庁オー
クション」ホーム
ページ

◀市ホームページ

◀不妊治療費助
成の市ホームペ
ージはこちら

▶不育治療費助
成の市ホームペ
ージはこちら

　
不
妊
・
不
育
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
に
対
し
て
、
１
年
度
に
つ
き
１

回
、
通
算
３
回
ま
で
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
助
成
を
希
望

す
る
人
は
、
申
請
期
限
内
に
健
康
づ
く
り
課
ま
た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
期
限
の
間
近
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎
（23）
６
６
７
５
）

企画展「赤堀茶臼山古墳−東国屈指のハニワたち−」
赤堀茶臼山古墳の世界に迫る

　令和４年10月14日から12月25�
日まで、赤堀歴史民俗資料館で
「企画展「赤堀茶臼山古墳−東国
屈指のハニワたち−」」が開催さ
れました。会場には、復元され
た埴

は に わ

輪の中では東日本最古のも
のとなる鶏形埴輪や、複製の家

形埴輪群などが展示。来場者は、迫力のある鶏形埴輪や会場に並
んださまざまな埴輪の観察などを通し、東国屈指の赤堀茶臼山古
墳の世界に迫りました。

冬の賑
にぎ

わい まちなかイルミネーション
色鮮やかなイルミネーションで彩られた伊勢崎駅周辺

　令和４年12月１日から、伊勢�
崎駅南口・北口駅前広場と大手
町パティオで「冬の賑わい まち
なかイルミネーション」が行わ
れています。12月２日には色鮮�
やかなイルミネーションを見よ
うと、多くの人が来場。来場者
は、イルミネーションを眺めた
り撮影したりして楽しんでいま
した。「冬の賑わい まちなかイ
ルミネーション」は、１月11日
（水）まで行っています。

まゆで干
え

支
と

作り
繭玉を使ってことしの干支（卯

うさぎ

）の置き物を制作

鶏形埴輪を観察

10メートルタワーや伊勢崎
工業高校の生徒が制作したイルミネーション

みんなで楽しくまゆ工作！

さまざまな埴輪が並びました

色鮮やかなイルミネーション
を楽しみました

親子で部品の切り貼り！

　令和４年12月11日、まゆドー�
ムで「まゆで干支作り」教室が行�
われました。参加した子どもた
ちは、繭玉を使ってことしの干
支（卯）の置き物を制作。子ども
たちは部品を切り貼りしてウサ
ギの置き物を完成させると、「か
わいいウサギができた！」と言
ってお互いの作品を見せ合って
いました。

まちの出来事
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伊勢崎シティマラソン伊勢崎シティマラソン
　令和４年12月４日､ ｢伊勢崎シティマラソン｣が開催され､ 877人のランナーが
参加しました｡ 今回の大会には、ゲストランナーとして上武大学駅伝部の諏

す

訪
わ

利
とし

成
なり

監督、招待選手として同部の皆さんも参加｡ 伊勢崎を駆け抜けたランナーの皆
さんの様子を写真で紹介します｡

問い合わせ　スポーツ振興課（☎27－2747）

ISESAKI CITY MARATHON
動画で見る

いせさきいせさき

市ホームページで動画を見られます

フォトフォト
ギャラリーギャラリー

 皆さんお疲れ様でした！ 皆さんお疲れ様でした！

頑張るぞ！
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今日から始めよう！　認知症予防 今日から始めよう！
認知症予防

　厚生労働省の推計によると、平成24年に462万人だった全国の認知症高齢
者は、令和７年には約700万人となり、65歳以上の高齢者の約５人に１人が
認知症になるとされています。認知症は、誰もがなる可能性のある身近な脳
の病気です。認知症を予防するために、生活習慣の改善などできることから
取り組みましょう。
問い合わせ　地域包括支援センター（☎27−２７４５）

　認知症になる一歩手前の状態のことを
軽度認知障害といいます。軽度認知障害
は、普段の生活に支障を来すほどではあ
りませんが、記憶力が低下するなど健康
な状態とも認知症ともいえない状態です。
軽度認知障害のうちに対処すれば、認知
症への進行が遅くなり、認知機能が回復
したり、維持できたりすることがありま
す。対処するためには、本人だけでなく
家族など周りの人が、早めに物忘れなど
の症状に気づくことが大切です。「認知
症かもしれない」と気になる症状がある
場合は、かかりつけ医などに相談しまし
ょう。

【気分が落ち込んだときは】
　コロナ禍などで外出が減り、人との交流や会話が少なくなると気
分的に落ち込んでしまい、うつ傾向になる場合があります。この状
態が長く続くと認知症のリスクが高まります。普段から気分転換を
心掛け、散歩や買い物に出かけるようにしましょう。気分の落ち込
みが長引くときは、早めに専門医を受診しましょう。

【耳が聞こえにくいと感じたら】
　聴力が低下すると、会話がしづらくなることから自信をなくし、
人と交流する機会が減ってしまう場合があります。人と交流する機
会が減ってしまうと、認知症のリスクが高まります。普段から、テ
レビやラジオを大音量で視聴しないなどの聴力を守る生活を心掛け、
定期的に検査を受けるなど耳の健康状態を確認しましょう。

心配事は高齢者相談センター
に気軽に相談してください
　高齢者相談センターは、高齢者の
皆さんが住み慣れた地域で安心して
生活が続けられるよう、さまざまな
面から総合的に支援します。認知症
のことで気になることや心配なこと
があれば、住んでいる地区の高齢者
相談センターへ気軽に相談してくだ
さい。

認知症予防のポイント認知症予防のポイント

　１日10品目をバランス良く、規則正しく食
べましょう。栄養状態の低下は老化のスピー
ドを加速させ、認知機能を低下させる可能性
を高めます。

バランス良く食べる

　ウオーキングなどの有酸素運動は、心肺機
能を高めたり、血流を良くしたりする効果が
あります。また筋力トレーニングには筋肉や
骨を丈夫にして、転倒や骨折を未然に防ぐ効
果があります。無理をせず、自分のペースで
行いましょう。

体を動かす

　たばこに含まれる有害
物質は、全身の血管を傷
つけて動脈硬化の危険性
を高めるなど、脳の神経
細胞に悪影響を与えます。

禁煙をする

　高血圧や糖尿病などの生活習慣病になると、認知
症のリスクが高まります。食事を取る時は塩分を控
えたり、ゆっくりよくかんで食べたりすると生活習
慣病を防ぎ、認知症のリスクを減らすことにつなが
ります。

生活習慣病を予防する

　絵画や短歌、将棋など
で思考力や集中力を養っ
たり、自分の好きなこと
の中で少し難しいことに
挑戦してみたりすると、
脳が活性化されます。

新しい趣味に挑戦する

　人と交流すると脳が活
発に働きます。人と会う
ことが難しいときは、電
話やメール、手紙などを
利用して人と交流しまし
ょう。

人と交流する

引き算をしながらの
散歩など、「頭の体操」
をしながら運動すると

より効果的！

卵 肉類 魚介類 イモ類 牛乳・乳製品 油脂類

果物 緑黄色野菜海藻類 大豆製品

100－３＝97 97－３＝94

「もしかして認知症？」と思ったときは

気分が落ち込むなどの気になる症状があったら

「認知症サポーター」として一緒に
認知症の人やその家族を応援しませんか
　市では、認知症サポーター養成講座を開催しています。認知症サポーターは、
認知症について正しく理解し、認知症の人やその家族を温かく見守る「応援者」
です。皆さんも認知症サポーターになりませんか。

【認知症サポーター養成講座】
　ＤＶＤ上映などを交えて認知症の症状や対応など
を分かりやすく説明します。
期日・会場
●２月17日（金）＝茂呂公民館
●３月16日（木）＝絣の郷（円形交流館）

時間　午前10時～11時30分
対象　市内に在住または在勤・在学の人
定員　各15人（先着順）
申�し込み　１月17日（火）午前９時から直接また

は電話で市役所地域包括支援センターへ

認知機能は緩やかに低下していきます。
軽度認知障害での対処が大切です！

正常レベル

軽度認知
障害

認知症

高

低

認
知
機
能

回復

維持

時間の経過
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情報掲示板

●伊勢崎市役所 	  ☎0270−24−5111
●赤堀支所 	  ☎0270−62−1151
●あずま支所 	  ☎0270−62−1311
●境支所 	  ☎0270−74−1111
開庁時間　午前８時30分〜午後５時15分
■災害情報案内（24時間） 	  ☎0180−99−2999
■救急病院等案内（24時間） 	  ☎0270−23−1299

information
情報掲示板

災害・防災情報や地域の防犯情報をメールで配信して
います。携帯電話で次のアドレスに空メールを送信し
て登録しましょう。  t-isesaki@sg-m.jp
問い合わせ　安心安全課（☎27－2706）

 いせさき情報メールに登録を！

スマートフォンなどでいつでもどこでも、
広報いせさきを読むことができます。
問い合わせ　広報課（☎27－2711）

スマホアプリ「マチイロ」で広報いせさきを配信中！

2022年12月１日現在
●人口 212,306人（前月比＋27）　●世帯数 94,041戸（前月比＋117）

伊
勢
崎
市
水
道
事
業
経
営
戦
略 

（
伊
勢
崎
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
） 

（
改
定
案
）パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
手
続

上
下
水
道
局
総
務
課

（
☎

（３０）
１
２
７
２
）

　
水
道
事
業
の
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
る
た
め
、
中
長
期
的
な
経
営

の
基
本
計
画
で
あ
る
伊
勢
崎
市
水

道
事
業
経
営
戦
略（
伊
勢
崎
市
水

道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
）（
改
定
案
）を

作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
案
に
つ
い

て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　
所
定
の
様
式
に
住
所
・
氏
名
・ 

意
見
と
そ
の
理
由
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
上
下
水
道
局
総
務
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
資
料
と
所
定
の
様
式
は
、
上
下

水
道
局
総
務
課
、
市
民
情
報
コ
ー

ナ
ー（
市
役
所
・
各
支
所
）に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

期
間　
１
月
５
日（
木
）か
ら
２
月

３
日（
金
）ま
で（
必
着
）

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
人

●
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
が
あ

る
個
人
・
法
人
・
団
体

●
本
市
に
納
税
義
務
が
あ
る
人

●
こ
の
改
定
案
に
利
害
関
係
が
あ

る
人

宛
先　
〒
３
７
２
ー
０
８
１
２　

連
取
町
１
９
５
２　
上
下
水
道
局

総
務
課
、

（２１）
１
１
０
１
、

su 
i-soum

u@
city.isesaki.lg.jp

教
育
委
員
会
会
議
定
例
会
の
傍
聴

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎

（２７）
２
７
８
５
）

期
日　
１
月
２０
日（
金
）

時
間　
午
後
２
時
開
始

会
場　
市
役
所
東
館
５
階
第
４
会

議
室

定
員　
７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
当
日
午
後
１
時
３０
分

か
ら
１
時
５０
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ宝
く
じ
の
助
成
金
で
心
肺
蘇
生
訓

練
用
資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た

消
防
本
部
総
務
課（
☎

（２５）
３
５
１
１
）

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
あ

る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」を

活
用
し
て
、
心
肺
蘇
生
訓
練
用
資

機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
機

材
を
用
い
て
応
急
手
当
講
習
会
な

ど
を
行
い
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
心

肺
蘇
生
の
重
要
性
を
周
知
し
ま
す
。

講
座

普
通
救
命
講
習
会

消
防
本
部
救
急
課（
☎

（２５）
３
９
３
３
）

期
日　
２
月
７
日（
火
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分会
場　
市
消
防
本
部

対
象　
市
内
、
玉
村
町
内
に
在
住

ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以

上
の
人

定
員　
１０
人（
抽
選
）

内
容　
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
を

学
ぶ
講
習
会
で
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
１
月
４
日（
水
）か
ら

１６
日（
月
）ま
で
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
に
、
電
話
で
消
防

本
部
救
急
課
へ

　
Ａ
Ｄ
Ｌ
体
操
は
、
日
常
生
活
に

必
要
な
動
作
能
力
の
維
持
・
向
上

と
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
高
齢

者
向
け
の
体
操
で
す
。

【
境
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場
】

期
日　
２
月
１
日（
水
）・
３
月
１

日（
水
）

時
間　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

【
絣
の
郷（
円
形
交
流
館
）会
場
】

期
日　
１
月
１１
日（
水
）・２０
日（
金
）・

２
月
９
日（
木
）・
２０
日（
月
）・
３

月
８
日（
水
）・
２０
日（
月
）

時
間　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

い
ず
れ
も

参
加
料　
１
０
０
円（
保
険
料
な

ど
）

用
意
す
る
物　
上
履
き
・
飲
み
物・

タ
オ
ル

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
の
お
雛ひ

な

様
作
り

教
室

あ
ず
ま
公
民
館（
☎

（６２）
０
１
１
５
）

期
日　
１
月
３０
日（
月
）

時
間　
午
前
１０
時
～
正
午

会
場　
あ
ず
ま
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

定
員　
１２
人（
先
着
順
）

内
容　
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
で
手
の

ひ
ら
サ
イ
ズ
の
ひ
な
人
形
を
作
り

ま
す

参
加
料　
１
０
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
１
月
１０
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
あ
ず
ま
公
民
館

へカ
フ
ェ
ミ
ナ
ー
ジ
ュ
教
室

北
公
民
館（
☎

（２５）
４
５
４
７
）

期
日　
２
月
９
日（
木
）

時
間　
午
前
１０
時
～
正
午

会
場　
北
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員　
１０
人（
先
着
順
）

内
容　
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ウ
エ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を
作
り
ま
す

参
加
料　
１
２
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
１
月
１３
日（
金
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
北
公
民
館
へ

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
入
門
講
座

境
公
民
館（
☎

（７４）
５
１
０
５
）

期
日　
１
月
２１
日（
土
）

時
間　
午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０

分

会
場　
境
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員　
１５
人（
先
着
順
）

内
容　
瞑め

い

想そ
う

の
練
習
を
通
し
て
、

不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
心

と
脳
の
休
息
法
を
学
び
ま
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
１
月
１０
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
境
公
民
館
へ

ス
ノ
ー
ド
ー
ム
づ
く
り

生
涯
学
習
課（
☎

（２７）
２
７
９
４
）

期
日　
２
月
12
日（
日
）

時
間　
午
後
１
時
～
３
時
３０
分

会
場　
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

対
象　
小
学
生
以
上
の
人

定
員　
２０
人（
先
着
順
）

内
容　
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ノ
ー
ド

ー
ム
を
作
り
ま
す

参
加
料　
４
０
０
円（
材
料
費
な

ど
）

申
し
込
み　
１
月
８
日（
日
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
青
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー（
☎

（２３）
５
８
０
０
）へ

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
応
援

講
座

　
南
公
民
館（
☎

（２６）
８
３
３
３
）

期
日　
１
月
３１
日（
火
）

時
間　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

会
場　
南
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
女
性

定
員　
１５
人（
先
着
順
）

内
容　
健
康
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
法

を
学
び
ま
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
１
月
１３
日（
金
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
南
公
民
館
へ

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

明
る
く
元
気
に
な
る
写
経

生
涯
学
習
課（
☎

（２７）
２
７
９
４
）

期
日　
１
月
２８
日（
土
）

時
間　
午
前
１０
時
～
正
午

会
場　
赤
石
楽
舎

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員　
３０
人（
先
着
順
）

参
加
料　
２
０
０
円（
資
料
代
）

申
し
込
み　
１
月
18
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ

お
知
ら
せ
　

▲心肺蘇生訓練用資機材を整備
しました

Ａ
Ｄ
Ｌ
体
操
教
室

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎

（２７）
２
７
４
５
）

▲クラフトバンドを使ってひな人
形を作りませんか

 新型コロナウイルス感染症関連情報
国民健康保険税・後期高齢者医療保
険料・介護保険料の減免
　新型コロナウイルス感染症の影響による収入減
少などの理由で、令和３年度および４年度分の国
民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険
料の減免を受けられる場合があります。減免の詳
細は市ホームページで確認するか、各担当課に問
い合わせてください。
申請期限　３月31日（金）（消印有効）
　※後期高齢者医療保険料は５月31日（水）（必着）
問い合わせ
●国民健康保険税＝国民健康保険課（☎27−2736）
●�後期高齢者医療保険料＝年金医療課（☎27−27 

39）
●介護保険料＝介護保険課（☎27−2742）

使用済みのプラスチック製筆記具の回収箱を設置しました
　持続可能な社会の実現を目指し、市内に製造拠点を置く株式会社パイロット
コーポレーションの企業活動と連携し、使用済みペンなどのプラスチック製筆
記具の回収を開始しました。同社製品以外も回収できますが、テープのりなど
の回収できない物もあります。詳しくは市ホームページを確認してください。
設置場所　市役所本館１階中央受付、東館１階市民ホール
問い合わせ　企業誘致課（☎27−2756）

◀
設
置
し
て
い
る
回
収
箱

▲市ホームページ
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都
市
計
画
審
議
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す

都
市
計
画
課（
☎
（２７）
２
７
６
６
）

　
都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ

る
整
備
を
図
る
た
め
に
、
都
市
計

画
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す
る
都

市
計
画
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。
会
議
は
必
要
に
応
じ
て
随

時
開
催
し
ま
す
。
報
酬
は
市
の
条

例
に
よ
り
ま
す
。

委
嘱
期
間　
４
月
１
日（
土
）か
ら

令
和
７
年
３
月
３１
日（
月
）ま
で
の

２
年
間

対
象　
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し

て
い
る
１８
歳
以
上
の
人

定
員　
４
人

申
し
込
み　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
都
市
計
画

課
へ

※
申
込
書
は
都
市
計
画
課
、
市
民

情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・
各
支

所
）に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す

※
応
募
の
内
容
を
基
に
選
考
し
、

結
果
は
書
面
で
応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す

宛
先　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１　

 

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
都
市
計
画 

課
、

（２３）
０
６
０
１
、

tosike 

i@
city.isesaki.lg.jp

締
切
日　
１
月
３１
日（
火
）（
必
着
）

環
境
審
議
会
の
委
員
を
募
集

し
ま
す

環
境
政
策
課（
☎
（２７）
２
７
３
３
）

　
良
好
な
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

審
議
・
調
査
す
る
環
境
審
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
会
議
は
必
要
に
応
じ
て
随
時
開

催
し
ま
す
。
報
酬
は
市
の
条
例
に

よ
り
ま
す
。

委
嘱
期
間　
４
月
１
日（
土
）か
ら

令
和
７
年
３
月
３１
日（
月
）ま
で
の

２
年
間

対
象　
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し

て
い
る
１８
歳
以
上
の
人

定
員　
３
人

申
し
込
み　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
環
境
政
策

課
へ

※
申
込
書
は
環
境
政
策
課
、
市
民

情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・
各
支

所
）に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す

※
応
募
の
内
容
を
基
に
選
考
し
、

結
果
は
書
面
で
応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す

宛
先　
〒
３
７
２
ー
０
８
２
４　

 

柴
町
９
５
４　
市
役
所
環
境
政
策 

課
、

（２７）
５
３
８
８
、

kankyo 
u-s@

city.isesaki.lg.jp

締
切
日　
１
月
３１
日（
火
）（
必
着
）

　
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
会
計

年
度
任
用
職
員（
学
校
労
務
技
士
）

の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
時
間
・
報
酬

●
１
日
６
時
間
・
週
５
日
勤
務
＝

月
額
１１
万
６
４
０
０
円

※
通
勤
手
当
・
期
末
手
当
な
ど
の

支
給
が
あ
り
ま
す

●
１
日
６
時
間
・
週
３
日
勤
務
＝

時
給
９
０
０
円

※
通
勤
手
当
な
ど
の
支
給
が
あ
り

ま
す

対
象　
学
校
施
設
の
維
持
管
理
に

お
け
る
簡
単
な
修
繕
や
植
木
の
剪せ

ん

定て
い

が
で
き
る
人

申
し
込
み　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
教
育
委
員
会

総
務
課
へ

※
申
込
書
は
教
育
委
員
会
総
務
課

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

※
審
査
後
必
要
に
応
じ
て
連
絡
し
、

面
接
を
行
い
ま
す

募
集
内
容

①
補
助
教
職
員
＝
小
・
中
・
中
等

教
育
学
校
で
産
前
・
産
後
休
暇
や

育
児
休
業
な
ど
を
取
得
す
る
教
職

員（
教
諭
・
養
護
教
諭
・
学
校
栄

養
職
員
・
学
校
事
務
職
員
）の
代

わ
り
と
し
て
勤
務
し
ま
す

②
初
任
者
研
修
後
補
充
非
常
勤
講

師
＝
小
・
中
学
校
の
新
採
用
教
諭

が
校
内
外
研
修
な
ど
で
不
在
の
と

き
に
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
勤
務

し
ま
す

③
少
人
数
指
導
支
援
非
常
勤
講
師

＝
小
・
中
学
校
で
、
教
科
の
少
人

数
指
導
を
担
当
し
ま
す

④
小
学
校
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ
ポ

ー
タ
ー
＝
英
語
の
授
業
を
支
援
し

ま
す

⑤
小
学
校
学
習
生
活
相
談
員
・
中

学
校
教
育
相
談
員
・
適
応
指
導
教

室
指
導
員
＝
不
登
校
な
ど
の
教
育

相
談
や
学
習
支
援
を
行
い
ま
す

⑥
通
級
教
室
指
導
員
＝
幼
児
・
児

童
に
言
語
・
情
緒
な
ど
の
指
導
と

支
援
を
行
い
ま
す

⑦
教
育
支
援
員
＝
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
園
児
・
児
童
・
生
徒

に
学
習
や
生
活
の
支
援
を
行
い
ま

す⑧
外
国
籍
児
童
生
徒
学
校
生
活
支

援
助
手
＝
外
国
籍
の
児
童
・
生
徒

に
通
訳
や
相
談
な
ど
を
通
し
て
学

習
や
学
校
生
活
の
支
援
を
行
い
ま

す

対
象

①
～
③
＝
職
種
に
応
じ
た
免
許
が

あ
る
人

※
学
校
事
務
職
員
は
免
許
を
必
要

と
し
ま
せ
ん

④
＝
教
員
免
許
状
が
あ
る
人
ま
た

は
英
語
が
堪
能
な
人

⑤
＝
教
職
経
験
の
あ
る
人
、
ま
た

は
児
童
生
徒
に
対
す
る
相
談
経
験

の
あ
る
人
、
ま
た
は
教
育
相
談
に

関
す
る
資
格
が
あ
る
人

⑥
＝
教
員
免
許
状
が
あ
る
人

⑦
＝
資
格
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、

学
校
教
育
に
理
解
の
あ
る
人

⑧
＝
資
格
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、

外
国
語
が
堪
能
で
学
校
教
育
に
理

解
の
あ
る
人
、
特
に
ベ
ト
ナ
ム
語

の
通
訳
が
で
き
る
人

申
し
込
み　
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
①
～
④
は
随
時
、

⑤
～
⑧
は
２
月
３
日（
金
）ま
で
に

直
接
学
校
教
育
課
へ

※
必
要
に
応
じ
て
連
絡
し
、
面
接

を
行
い
ま
す

※
勤
務
時
間
や
報
酬
、
諸
手
当
な

ど
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

令
和
５
年
度
公
立
幼
稚
園
臨
時

教
員
な
ど
の
登
録
者
を
募
集

　
学
校
教
育
課（
☎
（２７）
２
７
８
８
）

募
集
内
容

①
補
助
教
員
＝
産
前
・
産
後
休
暇

や
育
児
休
業
な
ど
を
取
得
す
る
教

諭
の
代
わ
り
と
し
て
勤
務
し
ま
す

②
３
・
４
歳
児
支
援
員
＝
３
・
４

歳
児
学
級
で
園
児
の
指
導
を
補
助

し
ま
す

③
子
育
て
支
援
員
＝
幼
稚
園
の
教

育
時
間
後
の
預
か
り
保
育
を
行
い

ま
す

対
象

①
＝
幼
稚
園
教
諭
免
許
が
あ
る
人

②
＝
資
格
は
必
要
と
し
ま
せ
ん

③
＝
幼
稚
園
教
諭
免
許
ま
た
は
保

育
士
資
格
が
あ
る
人

申
し
込
み　
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
学
校
教
育
課

へ※
必
要
に
応
じ
て
連
絡
し
、
面
接

を
行
い
ま
す

※
勤
務
時
間
や
報
酬
な
ど
の
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

伊
勢
崎
佐
波
高
等
職
業
訓
練
校

職
業
訓
練
生
募
集

商
工
労
働
課（
☎
（２７）
２
７
５
５
）

科
目
・
期
間　
木
造
建
築
科
＝
３

年
、
と
び
科
＝
２
年
、
配
管
科
＝

１
年
、
機
械
加
工
科
＝
２
年

対
象　
科
目
に
関
連
す
る
事
業
所

に
勤
務
し
、
労
働
保
険
に
加
入
し

て
い
る
１８
歳
以
上
の
人
ま
た
は
求

職
中
の
１８
歳
以
上
の
人

定
員　
各
１０
人

※
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す

受
講
料　
年
７
万
２
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
３
月

３１
日（
金
）ま
で
に
伊
勢
崎
佐
波
高

等
職
業
訓
練
校（
☎

（２５）
７
５
６
８
）

募
集

令
和
５
年
度
臨
時
教
職
員
な
ど

の
登
録
者
を
募
集

学
校
教
育
課（
☎
（２７）
２
７
８
８
）

学
校
労
務
技
士
の
登
録
者
を

募
集
し
ま
す教

育
委
員
会
総
務
課

（
☎
（２７）
２
７
８
５
）

イベント参加時は感染症対策に協力を
　イベントなどに参加する際は、新型コロナウイ
ルスの感染防止対策に協力してください。
　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するた
め、イベントなどを中止または延期する場合があ
ります。最新情報は各担当課へ問い合わせてくだ
さい。市ホームページでも確認できます。
問い合わせ　広報課（☎27－2711）

電力・ガス・食料品等価格高騰
緊急支援給付金の申請期限は

１月31日（火）です
　本給付金の対象は令和４年９月30日時点で市内に
住所があり、世帯全員の令和４年度分住民税均等割
が非課税の世帯（非課税世帯）および生活保護世帯で
す。対象世帯には確認書を発送しましたので、期限
内に提出してください。
　また、令和４年１月以降に家計が急変して非課税
世帯の収入と同等の世帯や、令和４年１月２日以降
に転入者がいる非課税世帯、令和４年度住民税の未
申告者がいる非課税世帯なども対象です。期限まで
に申請してください。
　※申請方法や要件などの
　詳細は市ホームページを
　確認してください
問い合わせ　社会福祉課（☎27−2749）

期日　１月24日（火）・31日（火）（全２回）
時間　午前９時30分～午後０時30分
会場　北公民館
対象　市内に在住または在勤・在学の人
定員　10人（先着順）
内�容　羊毛フェルトでひな祭りの人形を作りま

す
参加料　3,000円（材料費）
申�し込み・問い合わせ　１月10日（火）午前９時

から電話で北公民館（☎25−4547）

羊毛フェルト教室羊毛フェルト教室

　道路上から水道メーターまでの間に漏水を発見
　した場合は、竜宮浄水場（☎24－1760）または
　下記の指定工事店に連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●�境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域） 

＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）
●�境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域） 

＝深谷市水道工務課（☎048−577−7529）

休日の漏水などの緊急連絡先

●

●

１月

１月

21日（土）

22日（日）

三和設備工業　☎62−0102

小林保全設備　☎24−1155

●

●

１月

１月

28日（土）

29日（日）

豊鉄水工業　☎32−1526

丸橋設備　　☎25−2412

◀
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
こ

ち
ら

◀
教
室
で
作
る
作
品
例
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情報掲示板

手話を
やってみよう！

◀︎
手
話
の
動

画
は
こ
ち
ら

学
校
給
食
パ
ネ
ル
展
を
開
催

健
康
給
食
課（
☎
（７５）
２
５
１
７
）

　
毎
年
１
月
２４
日
か
ら
３０
日
ま
で

は
、
全
国
学
校
給
食
週
間
で
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
広
く
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
過
去
か

ら
現
在
ま
で
の
給
食
を
パ
ネ
ル
や

レ
プ
リ
カ
、
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。 

こ
と
し
の
夏
休
み
に
募
集
し
た「
い 

せ
さ
き
家
族
で『
い
た
だ
き
ま
す
』

の
日　
わ
が
家
の
お
す
す
め
料
理
」

入
賞
作
品
な
ど
も
展
示
し
ま
す
。

期
間　
１
月
２１
日（
土
）か
ら
２９
日

（
日
）ま
で

※
月
曜
日
は
休
館
で
す

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

入
場
料　
無
料

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
展

選
挙
課（
☎
（２７）
２
７
８
１
）

　
市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
の
う
ち
、
優

秀
作
品
３０
点
を
展
示
し
ま
す
。

※
作
品
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

期
間　
１
月
１６
日（
月
）か
ら
２０
日

（
金
）ま
で

時
間　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５

時
１５
分

※
２０
日（
金
）は
午
後
３
時
ま
で

会
場　
市
役
所
東
館
１
階
市
民
ホ

ー
ル

入
場
料　
無
料

相
談

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
特
別
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

商
工
労
働
課（
☎
（２７）
２
７
５
５
）

　
群
馬
労
働
局
は
、
職
場
で
の
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
相
談

に
応
じ
る「
特
別
相
談
窓
口
」を
開

設
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
相
談
も
で
き
ま
す

※
匿
名
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す

期
日　
月
か
ら
金
曜
日
ま
で

※
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
き
ま
す

時
間　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５

時
１５
分

問
い
合
わ
せ　
群
馬
労
働
局（
☎

０
２
７
ー
８
９
６
ー
４
７
３
９
）

野
球
審
判
講
習
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（２７）
２
７
４
７
）

【
学
科
】

期
日　
１
月
２８
日
か
ら
２
月
１１
日

ま
で
の
土
曜
日（
全
３
回
）

時
間　
午
後
６
時
～
９
時

会
場　
殖
蓮
公
民
館

【
実
技
】

期
日　
２
月
１２
日（
日
）

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

会
場　
伊
勢
崎
興
陽
高
校（
上
泉

町
）

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

※
中
学
生
以
下
は
除
き
ま
す

※
市
野
球
協
会
に
登
録
し
て
い
る

チ
ー
ム
の
監
督
・
主
将
、
少
年
野

球
の
監
督
・
コ
ー
チ
は
参
加
し
て

く
だ
さ
い

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
市
野
球
協
会（

０
９
０
ー
４
３
７
６
ー
７
４
６
５・

須
田
）

催
し

▲過去の作品展の様子

①人差し指が上を差すよ
うに、両手の親指と人差
し指を直角に伸ばします

今回の手話 「あずま」
　東地区の「あずま」を表現しています。
問い合わせ　障害者センター（☎75−5530）

②そのまま上に動かします

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています

☎24－5780　  https://isesaki-auto.jp/ ★…伊勢崎開催

1/14・15・16

◆川口オート場外発売 
1/20・21・22・
23

◆浜松オート場外発売 
1/17・18・19

★サントリービバレッジソリューション・
　Gamboo杯 ＧⅠ開場46周年記念シルクカップ
1/5・6・7・8・9

★オートレースふなばし
　PRESENTS黒潮杯

プレゼンツ

ス
ポ
ー
ツ

広
告
の
ペ
ー
ジ
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問い合わせ　国際課（☎27－2731）

2023年（令和5年）1月1日号 20

いき
いき公民館

自慢の
サークル
紹介

自慢の
サークル
紹介

さまざまな国の人とさまざまな国の人と
積極的に交流したい積極的に交流したい
阿

あ

部
べ

 美
み

智
ち

夫
お

 さん

阿部 美智夫 さん

出身国　日本
プロフィル　市国際
交流協会国際ボラン
ティア以外にも傾聴
ボランティアや障害
福祉ボランティアな
ど多くの活動に励ん
でいる。趣味は家庭
菜園で、自分で育て
た野菜を使って料理
をしている。ハイキ
ング協会にも所属し
ており山歩きをして
景観を楽しんでいる。

外国の文化に触れるために市国際交流協会
国際ボランティアに登録
　若い頃から外国の文化に興味があり、旅
行でいろいろな国へ行きました。訪れた国
では、食べ物などを楽しむだけではなく、
現地の人とその国の言葉を交えながら会話
をすることも楽しみの一つでした。定年退
職後は若い頃に比べ海外旅行に行くことが

少なくなったため、身近で外国の文化に触
れられる場を探していたところ、広報いせ
さきで市国際交流協会国際ボランティア募
集の記事を見つけ、応募してみました。

外国の文化への親しみを持つきっかけとな
るイベントでの活動
　市内で行われる多文化共生を推進するた
めのイベントに市国際交流協会国際ボラン
ティアとして参加し、子どもたちに外国の
遊びを教えながら一緒に楽しんでいます。
子どもたちの喜ぶ顔が見られるのもボラン
ティアに参加して良かったことの一つです。
　これまでの活動を通じて、市内には多く
の外国人が住んでいて、イベントにも積極
的に参加していることが分かりました。イ
ベントで出会った外国人と交流する際に、
その人の国の言葉や食べ物の話を聞くと、
その国の文化に興味が湧いてきて、親しみ
を持つきっかけになります。これからも市
国際交流協会国際ボランティアの活動に積
極的に参加して、多くの外国人と交流し、
さまざまな文化に触れたいと思います。

い
せ
さ
き

発
行

■伊
勢

崎
市

  ☎
0270−

24−
5111

  FAX  0270−
23−

9800
〒

372−
8501 群

馬
県

伊
勢

崎
市

今
泉

町
二

丁
目

410番
地

  U
RL    https://w

w
w

.city.isesaki.lg.jp
編

集
■

広
報

課
　

印
刷

■
川

島
美

術
印

刷
株

式
会

社
　

毎
月

1日
・

16日
発

行

あ
な

た
と

市
政

を
つ

な
ぐ

情
報

紙
 ISESAKI PU

BLIC RELATIO
N

S

 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは14ページへ

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

「
マ

チ
イ

ロ
」で

広
報

い
せ

さ
き

を
配

信
中

！

●活動状況は？
▶月３回程度
●活動場所は？
▶北公民館
●メンバーは？
▶12人

　華芳の会は、先生指導の下漢字や実用細字、ペン字の練習を
行う書道サークルです。毎月、初心者向けの課題や師範の取得
に向けた課題などの練習を行っています。その他、「いせさき
市民アートフェスティバル」などの地域の展示会に出展する作
品づくりにも取り組んでいます。「サークルで書道をする時間
が一番楽しい」と言う会員がいるほど、楽しみながらみんなで
日々精進しています。

北公民館北公民館（☎25−4547）（☎25−4547） サークル名 華
か

芳
ほう

の会

　新春恒例のニューイヤー駅
伝が開催されます。私の新年
はニューイヤー駅伝の取材か
ら始まります。幼い頃は沿道
で旗を振りながら、大人にな
るとこたつで寝転がりながら
見ていたニューイヤー駅伝。
広報課に配属となった今は、
全力で集中をしてカメラ越し
に選手を追いかけています。
　当日、熱気とともにすさま
じいスピードで駆け抜けてい
く選手の脇で、カメラを構え
じっとしている私たちの敵は

「寒さ」です。新年から体調を
崩さないよう万全の防寒をし
て臨みたいと思います。（く）

第121回

編集後記

2023. １
.１

N
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